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災害公営住宅の入居希望について

入居希望状況（問 12）

最も希望する自治体（問 12-2 ⑴・⑶）
※問12で「入居を希望する」と回答した方のみ

災害公営住宅への入居を「判断できない」方の理由

　災害公営住宅の建設希望
が多い自治体は、主にいわ
き、郡山両市でした。続い
て富岡町内、大玉村、三春
町と続きました。
　町は現在、いわき、郡山、
三春、大玉の４市町村への
災害公営住宅設置に向け、
国・県と協議を重ねています。

　災害公営住宅への入居を
判断できない方の多くは、
どの地域の災害公営住宅に
入居できるか分からないこ
とを理由に挙げました。
　また、今後の生活見通し
が立たないこと、災害公営
住宅周辺の住環境が分から
ないという声も多く上がり
ました。
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入居を希望する
現時点では
判断できない 入居を希望しない 無回答

22.2 35.4 41.2 1.2

10.9 60.5 0.0

10.2 36.0 53.8 0.0

14.5 35.0 50.1 0.4

17.5 37.6 44.5 0.4

27.5 36.7 35.1 0.7

30.8 33.5 32.4 3.3

　調査数　n＝3866

～29 歳　n＝　147

30～39 歳　n＝　394

40～49 歳　n＝　523

50～59 歳　n＝　788

60～69 歳　n＝　944

70 歳以上　n＝ 1041

28.628.6

いわき市「つつじ富岡」
郡山市「せきれい富岡」

富岡町（低線量地区）「さくら富岡」
大玉村
三春町
福島市
広野町
南相馬市
会津若松市
二本松市
白河市
川内村
喜多方市
桑折町
その他

両方とも無回答

１世帯目

２世帯目

0 20 40 60 80 100

51.1 11.4
4.5

2.0
0.8

3.1　1.0
1.3　0.0
1.3　0.2
0.7　0.3
0.3　0.0
0.2　0.1
0.1　0.0
0.1　0.0
0.1　0.0
0.1　0.0
0.9　0.2
2.8

23.1
7.8
6.8

n＝859 (%)

どの地域の復興公営住宅に入居できるか
わからないから

自身の生活の見通しが立っていないから

周辺にある施設や住環境がわからないから

復興公営住宅の家賃、間取り等が
詳細に分からないから

近所にどういう人が住むかわからないから

集合住宅に住むことに抵抗があるから

その他

無回答

n＝1367 0(%) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

63.7

53.8

48.5

41.6

35.5

26.8

19.2

1.0
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　町は８月５日から８月19日にかけ、復興庁・福島県と共同で「富岡町住民意向調査」を行いました。今
回の意向調査は、県などが整備を進める、災害公営住宅の建設必要数の把握を主な目的に実施しました。
7,151世帯に発送、3,866世帯から返送をいただき、回収率は54.1％でした。ご協力下さった皆様、ありが
とうございました。
　調査主体の復興庁が本調査の結果速報をまとめましたので、災害公営住宅や帰還意向に関連する部分
を抜き出し、お知らせ致します。詳しい結果は復興庁や町のホームページでご覧下さい。

将来の帰還意向について

帰還の意向（問 14）

　全体数をみると、「帰還したい」方は12.0％（前回比－3.6％）、「帰還しないと決めている」方が46.2％（前
回比＋6.2％）、「判断がつかない」方が35.3％（前回比－8.0％）でした。
　年代別の分布をみると、年代が高いほど帰還への意向が強く、若年層ほど「帰還しないと決めている」
割合が高い結果となりました。いずれの世代も、前回の調査に比べ、「帰還したい」、「判断がつかない」
という方が減少し、「帰還しないと決めている」という考えに移行した傾向がみられました。

現時点で戻りたいと
考えている

現時点でまだ
判断がつかない

現時点で戻らないと
決めている 無回答

12.0 35.3 46.2 6.5

6.8 30.6 59.2 3.43.43.4

5.1 32.5 60.4 2.02.02.0

4.4 37.1 57.0 1.51.51.5

11.5 37.8 47.5 3.23.23.2

12.9 34.6 45.0 7.4

35.0 33.7

n＝3866

～29 歳　n＝　147

30～39 歳　n＝　394

40～49 歳　n＝　523

50～59 歳　n＝　788

60～69 歳　n＝　944

70 歳以上　n＝ 1041 12.718.618.6
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富岡町住民意向調査・富岡町子どもアンケート結果速報

◆富岡町住民意向調査

本年８月から９月にかけ実施いたしました、町・復興庁・福島県の共同による｢富岡町住民意向調査｣、町
による｢富岡町子どもアンケート｣の結果をお知らせいたします。
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◆富岡町子どもアンケート
　町は８月15日から９月９日までの約３週間、
10～18歳の子どもたちを対象にしたアンケート
調査を行いました。調査は、子どもたちが抱く
不安や感じている不便さ、学校生活の状況、町
への考えなどを質問したものです。質問票は、
10～12歳、13～15歳、16～18歳の3世代別に作
成し、郵送で配布・回収を行いました。
　全体を通した傾向として、現在の生活で不便なことの多くに、「家の狭さ」、「富岡町の友達と離れたこと」
が挙げられ、特に「再会の集い」を増やしてほしいという意見が集まりました。
　10～12歳、13～15歳を対象に行った学校生活に関する質問では、64～75％の子どもたちが、避難先で通
う学校での学習継続を望んでいます。「富岡町が避難先につくる学校」で学びたいという回答は13～23％。
「双葉郡が合同でつくる学校」に通いたいとする回答は２～５％でした。
　以下、アンケート結果の抜粋を紹介します。詳しい結果は町のホームページからご覧下さい。

【10～12歳の結果】　回収率=38.3％

　自由記述を見ると、避難先の学校での人間関係に悩む声が
複数あった一方、64％が現在の学校に残りたいとの意見でした。
　帰還意向の問いでは、「帰りたい」と「分からない」が40％ず
つ、「帰らない」が20％でした。帰還しない理由に、「放射能が
こわい」が18件ありましたが、それを超える25件が「今の生活
が良い」と答え、避難先の生活に慣れた、あるいは町内に比べ
て商業施設や医療機関が多いなどの要因が考えられます。

　現在不便なこととして、105件が富岡町の家に
比べ「家がせまい」、64件が「自分の部屋がなくなっ
た」と回答。しかしそれ以上に「富岡町の友達と離
れた」との声（151件）が寄せられ、避難によるコ
ミュニティ分断に心を痛めている現状が数字に表
れました。

送付数 回収数 回収率

10～12歳用 556 212 38.3％

13～15歳用 484 228 47.1％

16～18歳用 463 251 54.4％

計 1503 691 46.1％

【今後通いたい学校は？】

富岡町が
独自でつくる
学校
23％ 双葉郡合同

でつくる
学校
5％いま通って

いる学校

その他

64％

8％

【将来の帰還意向】

はい
40％

わからない
40％

いいえ
20％

【帰りたくない理由】

今の生活が良いから

店や病院がないから

友達がいないから

学校がないから

家が壊れているから

放射能がこわいから

25

9

9

3

11

18

【今の生活で不便なこと（複数選択）】

富岡町の友達と離れた
家がせまい

自分の部屋がない
スポ少などができない
学校になじめない

学校が遠い
ペットと離れた
家族と離れた

外で遊べなくなった
その他

151
105

64
15

15

10
26
29

22
17
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災害公営住宅への入居を「希望しない」方のご意見

　半数以上の方が、現在の住居での生活継続を希望されています。また、11.5％の方が、現在避難されて
いる市町村から別の市町村への転居を望んでおり、なかでもいわき市が最も希望の多い結果となりました。

復興公営住宅への入居を希望しない方の希望（問 12-8・問 12-10）

　災害公営住宅への入居を「希望しない」方々のうち、避難者数の多い自治体別に今後の住居に関する考
えを伺ったところ、上のグラフのような結果が得られました。

　特に、現在の住居での生
活を続けたいと希望される
方の多くは、現在の生活環
境を気に入っているとの意
見や、自身・家族の持ち家
を既に求められたケースが
高い割合を占めました。主
な理由は左のグラフの通り
です。

買い物等の日常生活に便利だから

自分又は家族の持ち家だから

立地が気に入っているから

引っ越しを繰り返すのがいやだから

今の住宅の家賃が無償だから
（家賃が賠償対象になっているから）

今の地域コミュニティになじんでいるから

現在の職場が近くて便利だから

間取り等今の住宅が気に入っている

子どもを転校させたくないから

防犯上安心だから

その他

無回答
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32.7

28.7
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21.5

20.8

19.0

14.6

12.0

15.1

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全　体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=1592 今の住居で当面、
継続して暮らしたい

現在居住している
市町村内の別の住居へ
引っ越したい

現在居住している
市町村以外へ
引っ越したい

現時点では
わからない、
判断できない

無回答

いわき市
郡山市
田村市
広野町
南相馬市
須賀川市

32.8

全体(n=183)
4.9
2.7
2.2
1.6
1.6
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51.6 20.5 11.5 14.3 2.12.1
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n=567 今の住居で当面、
継続して暮らしたい

いわき市に現在
避難している世帯

現在居住している
市町村内の別の住居へ

引っ越したい

現在居住している
市町村以外へ
引っ越したい

現時点では
わからない、
判断できない

無回答

広野町

郡山市

南相馬市

楢葉町

7.4

7.4

3.7

3.7

全体（ｎ＝２７）2.7
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n=255
郡山市に現在

避難している世帯

いわき市
南相馬市
田村市
福島市
広野町

須賀川市
三春町

全体（ｎ＝３８）
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n=28

三春町に現在
避難している世帯

いわき市
福島市
郡山市
田村市
本宮市

全体（ｎ＝9）

引
っ
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n=12
大玉村に現在

避難している世帯

いわき市

郡山市

須賀川市

本宮市

全体（ｎ＝8）

引
っ
越
し
た
い
市
町
村

（
上
位
抜
粋
）(%) (%)

50.6

43.1 26.3 14.9 12.9 2.7

25.0 25.0 32.1 14.3 3.629.6 4.8 12.2 2.8

8.3 16.7 66.7 8.3

33.3
11.1
11.1
11.1

11.1

37.5

12.5

12.5

12.5

52.6
5.3
5.3

2.6
2.6
2.6
2.6
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　13～15歳の子どもたちが「不便に感じていること」は左上のグラフの通りです。一方で、「現在不安に感
じていること」として、右上の表のような声が寄せられました。

【16～18歳の結果】　回収率=54.4％

　将来、帰還を望む声
は本年代が最も低調で
した。帰還を望む回答
は18％にとどまり、帰
還しない意向は倍以上
の39％、「わからない」
は43％でした。
　帰らない理由に、「町
が生活できる状況にな
い」との記述が散見さ
れ、「放射能への不安」

と「家が住める状態にない」を合わせると42％。ほかに、「仕事がない」、「学校・進学先がない」など将来
や生活のために身を置く場所がないとの意見が見られました。この世代には、あらゆる問題が複合的に
絡んで「帰れない」状況にある、との認識だと考えられます。

　本年代が富岡町の何を特色と捉えているのかを知り、
今後の復興政策の一環としてどの分野を伸ばすべきか
考える材料とするため、避難以前の町について聞きま
した。
　「誇れること」に、回答者の92.8％が「夜の森の桜並木
や夜ノ森駅のツツジ」を選択。次いで自然の豊かさ、ス
ポーツ施設・教育文化施設の充実が挙がりました。桜・
ツツジなどによる観光、スポーツ・教育文化施設の充
実での福祉教育面を町の特徴と捉えているようです。
　一方で「改善すべきところ」は、商業施設の充実
39.8％など生活面の充実を指摘されました。ほかに「町

民と行政の距離感」を改善すべきとの声が31件寄せられました。
　町の将来像に対しては、「商業施設や病院が充実」（89件）がトップ。「交通の便が良い」、「医療・福祉政
策が充実」などが続くことから、ソフト・ハード両面の振興・整備・充実が求められています。生活の場
を決める際、大きなウエートを占める「会社や工場など働く場がある」、「幅広い産業がある」に多く票が
集まり、企業誘致や産業振興による就労場所の確保を重視していることが分かります。

【今、不便なこと】
富岡の友達と離れてしまった
自分の部屋がなくなった

家がせまい
スポ少やクラブ活動ができなくなった

学校になじめない

学校が遠い
ペットと離れてしまった

家族と離れてしまった
その他

151
56

127
19
24
35

23
23
21

【帰らない理由（複数選択）】
仕事がない

放射能への不安
原子力発電所への不安
家が住める状態にない

商業施設や医療機関がない

友達がいない
学校・進学先がない

今の生活に満足
その他

19
58

24
42

14
11

29
35

6

【富岡町の誇れるところ（複数選択）】
農業など第一次産業が多い
海や河川、緑などの自然が豊か
夜の森の桜並木や夜ノ森駅のツツジ
スポーツ施設、教育文化施設が充実

経済面で双葉郡の中心

行政機関が多い
交通の便が良い

歴史がある
商業施設が多い

9
151

233
67

14
3
19
19
13

▽また引っ越して今の友達と別れること

▽友人とまた会えるか、富岡の友人と会えない、など

▽現在の学校での友人関係

▽友達に福島から避難していることを話していじめられないか

▽避難先の学校でなじめず、転校を繰り返していること

▽信頼して話せる人がいない

▽今後の進学、郡内の学校のこと

▽家族や自身の心身の健康不安

▽富岡町がなくならないか不安

▽原発近くに住んでいたことで
　　　①将来の結婚に影響が出ないか
　　　②就職に影響しないか

【将来の帰還意向】

はい
18％

いいえ
39％

わからない
43％

（7）　広報とみおか

　自由記述形式で町への要望を募ったところ、「町
に帰りたい」という声が24件、「町内に入りたい」
との意見が８件寄せられました。町内には15才以
下の立ち入りが制限されており、古里や自宅の状
況が見られないことがストレスとなっているよう
です。
　また、年に１度開催している「再会の集い」を「増
やしてほしい」との意見（10件）が多く、「もっと友
達と長く過ごしたい」のような「再会の集い」の開
催内容に関する要望は13件ありました。

　避難以前の富岡町について、自由記述で意見を
募ったところ、自然の多さ、夏は涼しく冬は温暖
な気候、遊び場があることなど、環境の快適さを
指摘する意見が挙がりました。
　また、「富岡町といえば？」の問いには、桜関連
の回答が128件と大多数。「桜のトンネルが好き」
との答えが多く、なかには「桜を切らないでくだ
さい」（６件）など桜関係の要望がありました。

【13～15歳の結果】　回収率=47.1％

　ほとんどの子どもたちが、現在通う学校か、富
岡町が独自につくる学校に通いたいと答えました。
  「今、不便なこと」では、回答者の66.5％が「富岡
の友だちと離れてしまった」と答えました。町へ
の要望として、小学生の結果同様、「再会の集い」
の回数増加を含めた内容の充実（計18件）など「集
い」関連の意見が多く、また「今、不安なこと」と
して、「友人とまた会えるか不安」「富岡の友だち
と会えず不安」といった声が上がりました。

　帰還意向は小学生
を下回りました。「今
の生活が良いから」な
どを理由に挙げた「帰
らない」の26％が、「帰
りたい」の19％を上回
り、半数以上の55％
が「わからない」と答
えました。

【町への要望（自由記載）】

町に帰りたい
町に入りたい

学校、学習関連
友だちにあいたいなど

まちづくり関連
除染

○○がほしい
安心した暮らしがほしい

その他

「再会の集い」を増やしてほしい
その他「再会の集い」関連
桜を切らないでほしいなど

24
8

8

10

10

13
6

12
15

9
5

13

【富岡町の好きなところ】

自然が多い

すごしやすい気候

街がきれい

運動・勉強の施設が多い

遊び場がある

店が多い

133

101

69

36

80

29

【今後通いたい学校は？】
富岡町が独自でつくる学校

双葉郡が合同でつくる学校

いま通っている学校

その他
13％

2％

75％

10％

【将来の帰還意向】

いいえ
26％

はい
19％

わからない
55％

【帰らない理由（複数選択）】

今の生活が良いから

店や病院がないから

友達がいないから

学校がないから

家が壊れているから

放射能への不安があるから

その他

33

15

15

6

13

32

11
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１日も早い復興と、
町民の健全な生活のために

一般会計歳出 79億8,402万7千円

※用語の説明
歳　出…………一年間の全ての支出のこと
議会費…………議会の活動に要する経費
総務費…………全般的な管理に要する経費等
民生費…………福祉施設の整備など、町民が一定水準の生活と安定した社

会生活を保障するのに必要な経費
衛生費…………町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費
商工費…………商工業の振興に要する経費
土木費…………土木事業に要する経費
消防費…………消防に要する経費
教育費…………教育関係に要する経費
災害復旧費……災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費…………町債返済に要する経費

【特別会計決算状況】 （千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険事業 3,300,832 2,821,301

公設地方卸売市場事業 21 19
蛇谷須地区特定環境保全
公共下水道事業 23,734 21,339

公共下水道事業 544,757 533,057

農業集落排水事業 95,366 90,362

曲田土地区画整理事業 22,364 22,335

介護保険事業 1,535,614 1,419,199

後期高齢者医療 41,097 39,713

仮設診療所事業 72,302 52,424

介護サービス事業 5,115 4,511

【町債現在高】 （千円）

区 分 平成24年度末
現在高

一 般 会 計 2,103,982

特
別
会
計

蛇谷須地区特定環境保全公共下水道事業 63,329

公共下水道事業 3,854,321

農業集落排水事業 1,031,293

曲田土地区画整理事業 2,884

小 計 4,951,827

計 7,055,809

【基金現在高】 （千円）

区 分 平成24年度末現在高

財政調整基金 4,681,628

減 債 基 金 　　　　  297,008

特定目的基金 3,465,167

合　　　計 8,443,803 

※基金……………町が積立てた貯金のこと
※特定目的基金…特定の目的のために町が積立てた貯金のこと

（目　的　別）（性　質　別）

（9）　広報とみおか

議会費
1億146万2千円

（1.3％）

繰上充用金
5,580万3千円

（0.7％）
繰上充用金
5,580万3千円

（0.7％）

総務費
25億9,089万8千円（32.5％）

民生費
26億4,130万5千円（33.1％）

衛生費
2億5,260万8千円

（3.2％）

労働費
3,395万9千円

（0.4％）

農林水産業費
3億1,156万7千円

（3.9％）

商工費
1億5,308万2千円

（1.9％）

土木費
7億2,052万3千円

（9.0％）

消防費
2億8,082万8千円

（3.5％）

教育費
3億5,884万1千円（4.5％）

災害復旧費
3,574万1千円（0.4％）

公債費
4億4,741万円
（5.6 ％）

人件費
10億6,534万5千円

（13.3％）

公債費
4億4,741万円

（5.6％）

扶助費
8億1,141万5千円

（10.2％）

普通建設事業費
2億3,937万4千円（3.0％）

災害復旧費
4億1,409万2千円

（5.2％）

物件費
13億1,256万7千円

（16.5％）

補助費等
7億3,702万5千円

（9.2％）

維持補修費
161万2千円（0.0％）

繰出金
14億9,048万1千円

（18.7％）

貸付金
8,200万円
（1.0％）

投資及び
出資金

0円（0％）
積立金

13億2,690万3千円
（16.6％）

平成24年度　富岡町決算報告

79億8,402万7千円
一般会計歳入 86億8,420万7千円

※用語の説明
歳　入………………一年間のすべての収入のこと
町　税………………皆さんが町に収めた税金
繰入金………………各種基金から繰り入れられたお金
繰越金………………前年度から繰り越されるお金
財産収入……………町の持つ財産を運用したり売ったりしたお金
諸収入………………雑入など、その他の様々な収入
使用料及び手数料…住民票などの交付に手数料として支払ったお金
分担金及び負担金…特定の利益を受けた方から負担していただいたお金
国庫・県支出金……特定の目的のために国や県から交付されたお金
町　債………………町の借金のこと。大きな事業を行なうために、

国や金融機関から借り入れたお金
地方譲与税…………国が徴収した自動車重量税などから配分されたお金
各種交付金…………所得税や自動車取得税など国や県から配分さ

れたお金
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【主な歳出事業】 （千円）

民生費

自立支援事業費 218,086
国民健康保険事業特別会計繰出金 250,316
後期高齢者医療事業費 179,511
高齢者サポート拠点整備事業費 79,611 
老人保護措置事業（老人ホーム） 88,490 
介護保険及びサービス事業特別会計繰出金 337,234 
老人ホーム建設整備費 359,351 
子ども手当支給事業 44,660 
児童手当支給事業費 205,085 
災害弔慰金 252,500 
帰還住民放射能対策機器整備事業費 287,768 

衛生費
保健対策事業・予防接種事業 72,479
塵芥処理費負担金（広域圏組合負担金） 92,937 

農林水産業費 県営かんがい排水事業（滝川ダム事業） 134,967 
商工費 商工業振興事業 88,802 
土木費 応急仮設住宅維持管理事業 58,499 
消防費 常備消防経費（広域圏組合負担金） 235,455

教育費
スクールバス運行業務委託 36,203
施設整備事業 20,958

災害復旧費 道路橋梁施設災害復旧事業費 28,880

町民１人当り551,650円が
使われました
民生費 182,499円
総務費 179,016円
土木費 49,784円
公債費 30,913円
教育費 24,794円
衛生費 17,454円
農林水産業費 21,527円
消防費 19,404円
商工費 10,557円
議会費 7,010円
その他 8,672円

人口14,473人（平成25年3月末現在人口）

　平
成
24年
度
の
富
岡
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
額
は
、
歳
入
が
86億
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１
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円
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出

で
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７
億
９
３
２
万
円
）と
、
共
に
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
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歳 入

町債残高積立基金

歳 出

自主財源
（42.7％）

町税
16億1,316万2千円
（18.6％）

繰入金
12億2,353万2千円
（14.1％）

繰越金・諸収入
7億8,848万2千円（9.1％）

使用料及び手数料
256万5千円（0.0％）
分担金及び負担金
7万2千円（0.0％）

財産収入1,033万円（0.1％）

国庫支出金
（20.7％）
18億40万6千円

寄附金
6,942万1千円（0.8％）

県支出金
8億6,374万4千円
（9.9％）

町債〈借入金〉0円（0.0％）
各種交付金

1億8,705万6千円
（2.2％）

地方譲与税
6,652万8千円（0.8％）

地方交付税
20億5,891万円
（23.7％）

依存財源
（57.3％）



富岡町人事行政の運営等の状況
⑴職員採用の状況 （H24.4.2～ H25.4.1） 

男性 女性 合計
一般行政職 12 2 14

保育士 0 0 0
計 12 2 14

⑴人件費の状況（平成24年度普通会計決算） 
住民基本台帳人口

（平成25年３月末現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

14,489人
千円 千円 千円

1.35％7,984,099 698,686 107,492

（注）人件費には、町長等特別職に支給される給料等及び議員等の報酬
も含まれています。

⑵職員給与費の状況（平成25年度一般会計予算） 

職員数
（Ａ）

給　　与　　費
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

人 千円 千円 千円 千円
130 487,172 243,547 173,573 904,292

（注１）職員数は、一般会計の予算上の人数です。
　　　（国民健康保険・下水道等の特別会計の職員は含まない）

（注２）平成24年度当初の予算計上額です。（教育長を含む）
（注３）職員手当には、児童手当・退職手当は含まれていません。

⑶職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成25年4月1日現在） 
区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 302,043円 41歳3ヵ月

⑷職員の初任給の状況（平成25年4月１日現在） 
区　　分 初　任　給 採用２年後

一般行政職
大学卒 175,100円 185,400円
短大卒 155,400円 164,400円
高校卒 142,500円 149,600円 ⑻特別職の報酬等の状況（平成25年4月１日現在） 

区　　分 給料・報酬月額（20％減額後の月額） 期末手当

給料
町　長 774,300円（619,400円） ６月期　 1.40月

12月期　 1.50月
　　計　 2.90月

副町長 611,800円（489,400円）
教育長 579,500円（463,600円）

報酬
議　長 308,000円 ６月期　 1.40月

12月期　 1.50月
　　計　 2.90月

副議長 259,000円
議　員 238,000円

(注）町長、副町長及び教育長は、給与抑制のため、当該額の20％をカットし支給

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年4月１日現在）

区分／経験年数 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 292,500円 326,000円 369,300円
短大卒 243,200円 299,500円 327,600円
高校卒 246,900円 284,700円 314,500円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合
は、採用後の年数をいうものです。

⑹期末・勤勉手当の支給状況（平成25年4月１日現在） 
区　分 支給月 期末手当 勤勉手当

期末・勤勉手当
６月 1.225月 0.675月
12月 1.345月 0.675月
計 2.57月 1.35月

⑺一般行政職の級別職員の状況（平成25年4月１日現在） 
区分 標準的な職務 職員数 構成比％

６級 参事又は特に困難な業務を処理する
課長の職務 6 人 5.61

５級 課長及び主幹その他課長相当職の職務 9 人 8.41

４級
１ 課長補佐の職務
２ 困難な業務の処理又は特に高度な知

識経験を必要とする業務を行う副主
幹その他これに相当する係員の職務

23人 21.5

３級
１ 係長の職務
２ 主査又は主任その他これに相当する

係員の職務
30人 28.1

２級 高度な知識経験を有する業務を行う副
主査その他これに相当する係員の職務 12人 11.2

１級 主事その他これに相当する係員の職務 27人 25.2
合　　　計 107人 100.0

(注）給与実態調査の定義に基づき、税務職、保育士、児童厚生員、
　   保健師等を除く

⑶部門別職員数の状況（平成25年４月１日現在：単位 人）

部　　門 職　員　数（人） 対前年比平成24年 平成25年

一

　般

　行

　政

議　会 3 3 0
総　務 48 49 1
税　務 9 9 0
農　水 7 5 -2
商　工 2 3 1
土　木 6 0 -6
民　生 26 29 3
衛　生 7 9 2
災　害 1 10 9
小　計 109 117 8

特別行政 教　育 17 10 -7

公営企業等
下水道 2 2 0
その他 9 9 0
小　計 28 21 -7

合　　計 137 138 1

⑵職員の退職の状況 （H24.4.1～ H25.3.31）
定　年　退　職 7
勧　奨　退　職 0
普　通　退　職 5
分　限　退　職 0
懲　戒　免　職 0
失　　　　　職 0
死　亡　退　職 0

計 12

1．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の給与の状況

（11）　広報とみおか

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に基づく平成24年度健全化判断比率（実質赤字比
率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）及び公営企業（注１）に関する資金不足比率の状況は、
それぞれ第１表及び第２表のとおりです。
　健全化判断比率については、４つの比率いずれかが早期健全化基準を超えると財政健全化計画を、将来負担比
率を除く３つの比率のいずれかが財政再生基準を超えると財政再生計画を策定しなければなりません。
　富岡町における平成24年度の健全化判断比率及び資金不足比率の状況は、いずれの比率も早期健全化基準及び
財政再生基準を下回っているため、財政健全化計画、財政再生計画を策定する必要はありません。

（第１表）健全化判断比率の状況

指　標　名 平成24年度
富　岡　町 算　定　式 早期健全化

基　準
財政再生
基　準

実質赤字比率 －
一般会計等の実質赤字額
　標準財政規模（注２）

15% 20%

連結実質赤字比率 －
連結実質赤字額
標準財政規模

20% 40%

実質公債費比率 12.0%

（①+②）－（③+④）
標準財政規模－④

の３ヶ年平均値
①元利償還金　②準元利償還金
③特定財源　　④元利償還金等に係る
　　　　　　　　 基準財政需要額算入額（注３）

25% 35%

将来負担比率 －

 ①－（②+③+④）
標準財政規模－⑤

①将来負担額　　　②充当可能基金額
③特定財源見込額
④地方債現在高等に係る基準財政需要額算入
　見込額
⑤元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

350%

※一般会計、特別会計共に実質赤字がないため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は該当なし。
　実質赤字比率及び連結実質赤字比率の早期健全化基準は標準財政規模50億円未満の市町村の基準。
　充当可能財源等が将来負担額を超過したため、将来負担比率は該当なし。

（第２表）資金不足比率の状況

指　標　名 平成24年度
富　岡　町 算　定　式 経営健全化基準

資金不足比率 －
  －（①歳出額－②歳入額）  

　③営業収益－④受託工事収益
20%

【用語の説明】
（注１）公営企業……………… 特別会計を設けて経理し、独立採算性をとることとされている公共下水道等の事業
（注２）標準財政規模………… 当該団体が合理的かつ妥当な水準において行政を行うための標準的な一般財源
　　　　　　　　　　　　　（使途が特定されずあらゆる経費に使用可能な財源）の規模

（注３）基準財政需要額……… 普通交付税の算定基礎となるもので、地方公共団体が合理的かつ妥当な水準で行政
　　　　　　　　　　　　　 を行うための財政需要を一定の方法によって合理的に算定した額
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４．職員の分限及び懲戒処分の状況
⑴分限処分者の状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

処　分　事　由 処分の種類
降任 免職 休職 降給 合計 失職

勤務成績が良くない場合 地公法第28条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

心身の故障 地公法第28条第１項第２号
　　　　　　第２項第１項 ０ ０ ０ ０ ０ ０

職に必要な的確性を欠く場合 地公法第28条第１項第３号 ０ ０ ０ ０ ０ ０
職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
過員を生じた場合 地公法第28条第１項第４号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

刑事事件に関し起訴された場合 地公法第28条第２項第２号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

条例で定める事由による場合 地公法第27条第２項 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合　計 ０ ０ ０ ０ ０ ０

⑵懲戒処分者の状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 
処　分　事　由 処分の種類

戒告 減給 停職 免職 合計 訓告等
法令に違反した場合 地公法第29条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 地公法第29条第１項第２号 ０ ０ ０ ０ ０ ０
全体の奉仕者たるにふさわしくない
非行のあった場合 地公法第29条第１項第３号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合　計 ０ ０ ０ ０ ０ ０

５．職員の服務の状況
⑴職員の営利企業等従事許可の状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社、その他の役員、顧問、評議員及び当該会社、
団体等の重要方針決定に参画する上級職員の地位を兼ねる場合 ０

自ら営利を目的とする場合 ０
報酬を得て事業又は、事務に従事する場合 ０

６．職員研修の実施状況
⑴研修機関（ふくしま自治研修センター）における研修の実施状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

研　修　名 研修回数 参加者数
新 規 採 用 職 員 研 修 ０ ０
階 層 別 職 員 研 修 ２ ７

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴健康診断の状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

健康診断の種類 対象者 受診者数
定 期 健 康 診 断 141 121

８．勤務条件に関する措置の要求の状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 
継続件数 措置要求件数

０ ０

９．不利益処分に関する不服申立ての状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 
継続件数 不服申立件数

０ ０
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⑼退職手当の支給状況 （平成25年４月１日現在） 
区　分 勤続期間 退職理由

自己都合 勧奨・定年

支　給　率

勤続20年 23.03 28.7875
勤続25年 32.83 38.955
勤続30年 40.67 47.775
最高限度 55.86 55.86

その他加算措置 定年前早期退職特別措置（２～20％加算）　

⑽職員手当の支給内容 （平成25年４月１日現在） 
区　　　分 内　　　　　　　　　　　容

扶 養 手 当

１．配偶者／月額13,000円
２．配偶者のいない職員の扶養親族のうち、１人目／月額11,000円
３．配偶者以外の扶養親族、１人につき／月額6,500円
４．扶養している子のうち、満15歳に達する日後の最初の４月１日から満22歳に達する以後の最初の

３月31日までの間、子１人につき／月5,000円加算

通 勤 手 当
　通勤距離（片道）が２km以上の職員に支給
・自動車等で通勤する場合／通勤距離に応じて、月2,200円～43,100円
・バス等の交通機関を利用して通勤する場合／当該交通機関に係る運賃等の額（最高月額61,000円）

住 居 手 当 ・借家等居住／家賃月額の２分の１（月27,000円上限）　＊月額9,500円を超える場合等の条件あり

特殊勤務手当

著しく危険、不快、不健康、又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要
とする職員に支給

・税務職員／徴収業務に従事した日１日につき500円（月10,000円限度）
・防疫作業従事職員／作業に従事した日１日につき500円
・死体等取扱業務従事職員／行旅病人の場合5,000円、行旅死亡人の場合／1日10,000円限度
・死犬等処理作業従事職員／処理に従事した日１日につき500円
・特殊現場作業従事職員／作業に従事した日１日につき500円
・用地交渉業務従事職員／従事した日１日につき500円（月10,000円限度）
・災害応急業務従事職員／最低額：町内居住制限区域・屋内１日につき660円～
　　　　　　　　　　　　最高額：福島第一原子力発電所原子炉建屋内１日につき40,000円

時間外勤務手当

　正規の勤務時間を越えて勤務した職員に支給
・勤務日における時間外勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.25倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.5倍）
・週休日における時間外勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.35倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.6倍）

休日勤務手当 　祝日及び年末年始の休日において勤務した職員に支給
・勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.35倍（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.6倍）

管 理 職 手 当
　課長補佐以上の管理職の給料月額に対して支給
・参事／12％　　　・主幹／８％　　　　　
・課長／10％　　　・課長補佐／７％

管 理 職 特 別
勤 務 手 当

　臨時又は緊急の公務のため、週休日、祝日又は年末年始の休日に勤務した管理職に支給
・課長及び課長相当職／１回6,000円
・課長補佐職／１回4,000円   
　（ただし、１回の勤務時間が６時間を超える場合は、上記金額に150/100を乗じて得た額）

宿 日 直 手 当 　宿日直勤務をした職員に支給＠１回5,600円 

３．職員の勤務時間その他の勤務条件
⑴職員の勤務時間（標準的なもの） （平成24年4月１日現在） 

１週間の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 12：00～13：00

⑵年次有給休暇の取得状況 （平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
総付与日数 総使用日数 全対象

職員数
平均

使用日数 消化率

4,884日 1,475日 128人 11.52日 30.20%

（注）育児休業者、新規採用者を除く

⑶時間外勤務及び休日勤務等の状況 （平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間

5,473時間 41時間48分

⑷育児休業の状況 （平成24年4月1日～平成25年3月31日） 
男　性 女　性

新たに育児休業を取得した者 ０ ３
前年度から引き続いている者 ０ １
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お知らせ
町
固
定
資
産
評
価

　
　審
査
委
員
会
委
員

　固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
事
項
に
関
す
る
、
不
服
の
審
査
及

び
決
定
等
を
行
う
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
、
滝
澤
勝
利
さ
ん

（
小
浜
）が
議
会
の
同
意
を
得
て
再
任

さ
れ
、
10
月
２
日
、
郡
山
事
務
所
に

お
い
て
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

富
岡
幼
稚
園
入
園
児
募
集

　町
立
富
岡
幼
稚
園
で
は
、
平
成

26
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
園
児

・
３
歳
児

　平
成
22
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
４
歳
児

　平
成
21
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
５
歳
児

　平
成
20
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
原
則
と
し
て
、
富
岡
町
に
住
所

を
有
す
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
入
園
料
、
保
育
料
等
は
、
減
免

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
保
育
時
間

　８
時
15
分
〜
16
時
15
分

  （
希
望
に
よ
り
16
時
45
分
ま
で
）

▼
給
食

　学
校
給
食

▼
通
園
方
法

　ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
ま
た
は
保

護
者
に
よ
る
送
り
迎
え

　（バ
ス
は
、
郡
山
市
内
・
大
玉
仮

設
・
三
春
コ
ー
ス
に
限
ら
れ
ま
す
）

▼
申
込
み

入
園
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
富
岡
町
教
育
委
員
会

又
は
町
立
富
岡
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
入
園
申
請
用
紙
は
、
富
岡
町
教

育
委
員
会
・
富
岡
幼
稚
園
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
み
期
間

平
成
25
年
12
月
２
日（
月
）〜

平
成
25
年
12
月
13
日（
金
）ま
で

８
時
45
分
〜
16
時
45
分

土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

　

▼
入
園
説
明
会

平
成
26
年
２
月
６
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
幼
稚
園
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

富
岡
町
教
育
委
員
会

　

 

〒
９
６
３-

８
０
２
５

　

 

郡
山
市
桑
野
２
丁
目
１
番
１
号

    

☎
０
２
４-

９
５
３-

６
２
６
６

　

  

町
立
富
岡
幼
稚
園

　

  

〒
９
６
３-

７
７
０
４

　

  

田
村
郡
三
春
町
大
字
熊
耳
字
南
原
94

　

  

☎
０
２
４
７-

６
２-

７
７
０
１

　　富
岡
町
で
は
、郡
山
市
・
三
春
町
・

大
玉
村
に
保
育
施
設
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
施
設
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
い

で
い
た
だ
き
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
期
間

　12
月
２
日（
月
）〜
12
月
13
日（
金
）

　８
時
30
分
〜
12
時（
平
日
の
み
）

・
と
み
た
さ
く
ら
保
育
施
設

定
員

　20
名

郡
山
市
富
田
町
若
宮
前
応
急
仮

設
住
宅
集
会
所
Ｂ
棟

　☎
０
２
４-

９
３
５-

１
５
２
２

・
み
は
る
せ
き
れ
い
保
育
施
設

　定
員

　10
名

三
春
町
三
春
の
里
内
ロ
グ
ハ
ウ
ス

　☎
０
２
４
７-

６
２-

７
６
６
１

・
あ
だ
た
ら
つ
つ
じ
保
育
施
設

　定
員

　20
名

　大
玉
村
安
達
太
良
応
急
仮
設
住

宅
集
会
所
Ｈ
棟

　☎
０
２
４
３-
２
４-

１
９
５
８

※
開
所
時
間
は
７
時
30
分
〜
18
時

　（
就
職
活
動
中
の
場
合
は
８
時

〜
15
時
30
分
）

※
全
年
齢
合
同
保
育
、
お
や
つ
代

月
１
，
０
０
０
円
、
昼
食
は
弁

当
持
参
と
な
り
ま
す
。

問 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

災
害
救
助
法
に
基
づ
く「
住
宅
の

応
急
修
理
制
度
」の
申
請
受
付
期

間
の
延
長
に
つ
い
て

　か
ね
て
よ
り
ご
案
内
し
て
お
り

ま
し
た
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く

「
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
」に
つ
い

て
、
受
付
期
間
が
次
の
と
お
り
延

長
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
制
度
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り「
半
壊
又
は
大
規
模
半
壊
」

と
な
っ
た
住
宅
の
応
急
修
理
を
行

う
も
の
で
、
本
制
度
を
利
用
し
て

住
宅
の
修
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

期
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
延
長
期
日

　平
成
25
年
12
月
27
日（
金
）

受
付
分
ま
で

問 

生
活
支
援
課 

住
宅
支
援
係

平
成
26
年
度

富
岡
町
保
育
施
設
児
童
募
集
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宮本町長から辞令交付を受ける滝澤さん（左）

　こ
の
た
び
、
富
岡
町
議
会
の

ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
10
月
１

日
付
で
副
町
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
齊
藤
紀
明
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
の
こ
と

で
す
が
、
福
島
県
に
奉
職
し
た

私
の
初
任
地
は
県
立
大
野
病
院

で
し
た
。
そ
の
時
の
自
宅
が
町

内
本
岡
本
町
に
あ
る
ア
パ
ー
ト

で
、
２
年
間
富
岡
町
民
と
し
て

生
活
い
た
し
ま
し
た
。
今
で
も
、

優
し
い
光
に
あ
ふ
れ
た
街
並
み

が
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
お

り
ま
す
。

　未
だ
収
束
し
な
い
原
発
事

故
、
長
期
化
す
る
避
難
生
活
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
宮
本
町
長
が

掲
げ
る「
新
し
い
風
」を
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
追
求
し
な
が
ら
、

私
の
人
生
の
１
ペ
ー
ジ
を
刻

ん
だ
愛
着
の
あ
る
富
岡
町
の

早
期
復
興
、
発
展
の
た
め
、
誠

心
誠
意
全
力
を
尽
く
す
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
若
輩
で
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　富
岡
町
と
友
好
都
市
提
携
を

結
ぶ
埼
玉
県
杉
戸
町
の
区
長
会

が
、
９
月
30
日
に
富
岡
町
を
訪

れ
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
状
況
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
は
、
本
町
に
お

け
る
震
災
当
時
の
状
況
や
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
を
学
び
、

杉
戸
町
で
の
地
域
活
動
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
同
行
し
た
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
、
町
内
の
様

子
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　区
長
会
の
皆
さ
ん
は
、
被
害

の
大
き
さ
と
原
発
事
故
の
影
響
で

復
興
が
進
ま
な
い
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
田
村
英
夫
区
長
会
長

は「
被
害
は
予
想
以
上
で
、
富
岡
町

民
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
者
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
、
国
に
は
復
興
に

向
け
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　杉
戸
町
は
、
同
町
と
隣
接
す
る

幸
手
市
、
宮
代
町
と
連
携
し
て
震

災
直
後
か
ら
避
難
所
を
設
置
。
最

大
で
約
２
０
０
人
に
上
る
避
難
町

民
の
受
け
入
れ
な
ど
、
現
在
ま
で

物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

広報とみおか　（14）

さいとう のりあき
福島市出身。福島高校、
福島大学行政社会学部卒。
平成７年から３年間、相
双地方振興局で富岡町の
地域振興などに携わった。
42歳。

富
岡
町
副
町
長
に
、
齊
藤
紀
明
氏
が
就
任

埼玉県杉戸町区長会が富岡町の被災状況を視察

沿岸部の被害状況を視察

町役場内で被災状況の説明を受ける区長会の皆さん



「
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
損
害
」の
ご
請
求
に
関
す

る
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　町
は「
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
損
害
」の
請
求
に

つ
い
て
、
東
京
電
力
と
こ
れ
ま
で

協
議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
東
京
電
力
よ
り
回
答
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
原
子
力
災
害
以
降

に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の

ご
遺
族
に
対
し
ま
し
て
次
の
と
お

り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
損
害
項
目
と
し
て
、
次

の
項
目
が
対
象
項
目
に
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
場
合
は

お
問
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

・
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の

慰
謝
料

　

・
ご
遺
族
の
慰
謝
料

・
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の

逸
失
利
益

・葬
儀
費
用（
通
夜
、告
別
式
の
費
用
等
）

　な
お
、
右
記
損
害
項
目
に
つ
い

て
は
、
東
京
電
力
の
原
子
力
発
電

所
事
故
と
死
亡
と
の
相
当
因
果
関

係
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

も
の
で
す
の
で
、
ご
承
知
の
う
え

手
続
き
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課 

賠
償
対
策
係

問 

一
般
問
合
わ
せ

　福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　☎
０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　受
付
時
間

　午
前
9
時
〜

　
　
　
　午
後
9
時（
年
中
無
休
）

問 

福
島
県
内
相
談
窓
口

※
各
相
談
窓
口
の
所
在
・
受
付
時

間
に
つ
い
て
は
、
下
記
の「
福

島
県
内
損
害
賠
償
相
談
窓
口
一

覧
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

東
京
電
力
の
損
害
賠
償
請
求

が
お
済
み
で
な
い
皆
さ
ま
へ

　東
京
電
力
に
対
す
る
損
害
賠
償

の
請
求
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い

方
、
ま
た
、
請
求
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
な
ど
お
困
り
の
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

東
京
電
力

　福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

　
　
　
　
　

 （
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　☎
０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

ま
た
は
、

　富
岡
町
役
場

　産
業
振
興
課 

賠
償
対
策
係

市町村名 住　　所 受付時間 休　　日

福 島 市
福島市森合町14-11　 午前９時～午後５時 日・祝日

福島市三河南町1-20（コラッセふくしま内）
※商工業関係者のみ

午前９時～午後４時 土・日・祝日

南相馬市
南相馬市原町区大木戸字金場77（ジャスモール内） 午前10時～午後４時 日・祝日

南相馬市鹿島区寺内字迎田22（万葉ふれあいセンター内）
※一般相談のみ

午前10時～午後４時 日・祝日

川 俣 町 川俣町大字鶴沢字馬場8-1 午前９時～午後５時 日・祝日

二本松市 二本松市若宮２-150- ３ 午前９時～午後５時 日・祝日

郡 山 市
郡山市駅前２-11- １（ビッグアイウエスト1Ｆ） 午前９時～午後５時 日・祝日

郡山市七ツ池町26-20 午前９時～午後５時 日・祝日

田 村 市 田村市船引町船引字舘柄前65 午前９時～午後５時 日・祝日

会津若松市 会津若松市インター西52（会津アピオ内） 午前９時～午後５時 日・祝日

広 野 町 広野町大字下北迫字苗代替35（広野町役場本庁舎内） 午前９時～午後４時 なし

いわき市

いわき市平字大町7-2　明治安田生命いわきビル1Ｆ 午前９時～午後５時 なし

いわき市小名浜定西299 午前９時～午後４時 土・日・祝日

いわき市植田町中央1-15-1　水野ビル1Ｆ 午前９時～午後４時 土・日・祝日

白 河 市 白河市高山西162-21 午前９時～午後５時 日・祝日

須賀川市 須賀川市卸町37 午前９時～午後４時 月・金・土・日・祝日

福島県内損害賠償相談窓口一覧

※本資料は8月1日時点での状況をお知らせするもので、今後変更の可能性もあります。
＜問合わせ先＞　福島原子力補償相談室

　電話番号：0120-926-404
　電話番号：0120-926-596　（土地・建物・家財の賠償に関するご相談専用ダイヤル）
　受付時間：午前9時～午後9時

お知らせ

広報とみおか　（16）

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で

の
運
行
は
法
令
違
反
で
す

　自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し

で
の
運
行
は
法
令
違
反
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　車
検
制
度
の
な
い
250
㏄
以
下
の

バ
イ
ク（
原
動
機
付
自
転
車
・
軽

二
輪
自
動
車
）は
、
有
効
期
限
切

れ
や
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問 

福
島
運
輸
支
局
・
輸
送
・
監
査

   

☎
０
２
４-

５
４
６-

０
３
４
３

「
な
ら
は
天
神
岬
温
泉
し
お
か
ぜ

荘
・
道
の
駅
な
ら
は
」温
泉
入
浴

回
数
券
買
戻
し
の
お
知
ら
せ

　平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京

電
力（
株
）福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
か
ら
、
2
年
半
が
経
過

致
し
ま
し
た
。
未
だ
に
天
神
岬
温

泉
し
お
か
ぜ
荘
と
道
の
駅
な
ら
は

の
営
業
再
開
に
見
通
し
が
立
た
な

い
こ
と
も
あ
り
、
未
使
用
回
数
券

を
お
持
ち
の
方
で
、
希
望
す
る
方

に
回
数
券
の
買
戻
し
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　な
お
、
回
数
券
に
有
効
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
保
管
し

て
い
た
だ
い
て
も
営
業
再
開
後
は

従
来
通
り
利
用
で
き
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

▼
買
戻
し
期
間

　平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

　受
付

　土
日
・
祝
祭
日
を
除
く

　
　
　
　９
時
〜
17
時
ま
で

　
　

▼
買
戻
し
場
所

　財
団
法
人
楢
葉
町
振
興
公
社

　
　
　
　
　い
わ
き
事
務
所
２
階

（
い
わ
き
市
平
上
荒
川
桜
町
22-

１
）

問 

財
団
法
人
楢
葉
町
振
興
公
社

　

 

担
当

　阿
部
・
伊
藤

　☎
０
２
４
６-

２
８-

５
９
４
５

お知らせ

問い合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
・富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課）
〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 024-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147
※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　☎080-5743-5409・
　   080-5743-5410
　FAX0240-25-8804
○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○財団法人富岡町体育協会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-8570
　FAX 024-953-6304
○ＮＰＯ法人さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5299
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

交流サロンの利用について
　町民の皆さまの憩いの場とする交流サロンは、現在、郡山市1ヶ所、
福島市1ヶ所、いわき市3ヶ所（平、四倉、泉玉露）の合計5ヶ所に設置
しております。
　以下を参考に談笑や会議等に大いにご活用ください。

※ふくしま絆カフェ富岡の開館時間について、記載の時間は平成25年11月11日から運
　用となります。同年11月10日までの開館時間は9時30分～17時30分です。

問生活支援課 避難生活支援係

サロン名 住 所 連 絡 先 開館時間
ふくしま絆
カフェ富岡

郡山市昭和２丁目
17番２号 024-935-4133 10時～17時（※）

富岡町さくらサロン 福島市泉字泉川15-７ 024-557-8780 10時～16時

いわき平交流サロン いわき市平字
新田前６-10 050-3608-2864 10時～17時

いわき四倉
交流サロン

いわき市四倉町字
東２丁目115 0246-38-4355 10時～17時

いわき泉玉露
交流サロン

いわき市泉玉露
４丁目１-11 0246-38-4242 10時～17時

（17）　広報とみおか
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診療科目：内科・外科・歯科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

然
に
発
症
し
、
死
亡
や
寝
た
き
り

に
な
る
こ
と
も
あ
る
脳
卒
中（
脳

梗
塞
・
脳
出
血
）は
、
11
月
〜
３
月
に
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
脳
卒

中
と
季
節
の
関
連
性
・
脳
卒
中
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　ま
ず
は
脳
卒
中
と
季
節
と
の
関
連
に

つ
い
て
で
す
。
１
〜
２
日
間
お
よ
び
室

内
外
の
温
度
差
が
大
き
い
場
合
、
①
10

度
ほ
ど
気
温
が
低
く
な
る
と
、
血
管
が
収

縮
し
血
圧
が
上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

血
管
が
収
縮
す
る
と
血
液
の
通
り
道
が

狭
く
な
っ
て
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
し
て

流
れ
に
く
く
な
り
脳
梗
塞
に
至
り
ま
す
。

ま
た
、
血
圧
が
上
昇
す
る
と
血
管
に
ス

ト
レ
ス
が
係
り
、
血
管
壁
が
破
た
ん
す

る
と
脳
出
血
に
至
り
ま
す
。
②
逆
に
気

温
が
高
く
な
る
と
、
特
に
高
齢
者
で
は

脱
水
に
陥
り
や
す
く
、
心
臓
・
血
管
内

で
血
液
の
塊
が
で
き
て
血
管
を
閉
塞
さ

せ
脳
梗
塞
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今

の
時
期
は
急
に
寒
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

寒
さ
予
防
に
厚
着
を
す
る
の
で
少
し
の

気
温
上
昇
で
も
較
差
が
大
き
く
な
り
ま

す
か
ら
、
気
温
の
変
化
に
は
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　次
に
、
脳
卒
中
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
で
す
。
①
危
険
因
子
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
具
体
的
に
は
総
合
健

診
な
ど
で
隠
れ
て
い
る
病
気
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
・
見
つ
か
っ
た
病
気
に
対
し
て
は

医
療
機
関
を
受
診
し
適
切
な
治
療
を
う
け

て
く
だ
さ
い
。
特
に
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

不
整
脈
・
高
脂
血
症
は
脳
卒
中
を
引
き

起
こ
し
や
す
い
の
で
規
則
正
し
い
生
活
・

定
期
的
な
内
服
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
②

上
述
の
様
に
脳
梗
塞
は
寒
く
て
も
暑
く

て
も
起
こ
り
得
ま
す
の
で
、
血
液
が
ド
ロ

ド
ロ
に
な
ら
な
い
よ
う
脱
水
症
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
寒
く
な
る
と
夜
間
の

オ
シ
ッ
コ
は
億
劫（
お
っ
く
う
）に
な
る

も
の
で
す
が
、
睡
眠
中
は
脱
水
症
を
感

じ
に
く
い
の
で
就
寝
前
の
適
度
な
水
分

補
給
が
お
勧
め
で
す
。
③
脳
卒
中
に
は

発
症
前
や
早
期
に
危
険
信
号
・
前
兆
の
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

片
足
を
引
き
ず
る
・
箸
が
使
え
な
い（
運

動
麻
痺
）、
片
方
の
手
足
の
シ
ビ
レ（
感

覚
障
害
）、
呂
律
が
回
ら
な
い
・
思
っ
て

い
る
言
葉
が
出
な
い（
言
語
障
害
）、
ま
っ

す
ぐ
に
歩
け
な
い
・
体
が
フ
ラ
ツ
ク（
平

衡
障
害
）、
体
の
片
側
だ
け
物
に
ぶ
つ
か

り
や
す
い
・
物
が
二
重
に
見
え
る（
視
野

障
害
）な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
時
や
気
付
い

た
時
に
は
、
直
ぐ
に
脳
神
経
外
科
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
処
置
の
遅
れ
は
生
死

を
分
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
救

急
隊
へ
の
搬
送
依
頼
は
躊
躇（
ち
ゅ
う

ち
ょ
）し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

私たちのお医者さん

第８回　「今の時期は脳卒中に気を
　　　　                       つけましょう」
　　　　佐藤　正憲 医師（さくらクリニック）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

曜　日 診療科目 担当医師 備　考

月 内科・外科 佐藤正憲 午後３時まで

火 歯　　科 新妻　学

水 歯　　科 新妻　学

木 内科・外科 井坂　晶

金 内　　科 堀川章仁

問  0243-48-4710

診療日

突

（25）　広報とみおか

ランナーたちの、若さあふれる走りにご声援ください
第25回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
平成25年11月17日（日）午前７時40分
　　　　　白河市総合運動公園陸上競技場　　　　　   福島県庁前

元気と希望をつなぐゼッケンナンバー 38

スタート ゴール

  福島県最大のスポーツイベント、市町村対抗福島県
縦断駅伝競走大会が、今年も白河市から福島市までの
全16区間で行われ、参加する県内59全市町村53チーム
のランナーたちが激しいデッドヒートを繰り広げます。
　富岡町チームは、これまで合同練習や記録会を重ね、
上位入賞を目指し選手、スタッフ一丸
となって大会に臨みます。自らのプラ
イドをかけ、ふるさと富岡のために晩
秋の福島路を駆け抜けるランナーたち
へ、町民の皆さまのご声援をよろしく
お願いいたします。

区 距離
(km) 走　者 中　継　所 先頭ランナー

通過予定時刻

１ 4.0 女子 白河市総合運動公園陸上競技場（スタート） ７:40

２ 8.2 男子（中・高校生又はシニア） サンフレッシュ白河・大沼体育館 ７:52

３ 5.8 男子（中学生又はシニア） 泉崎さつき公園前 ８:17

４ 7.3 男子 矢吹町役場内 ８:36

５ 6.7 男子（高校生又は中学生） 鏡石町・鳥見山陸上競技場内 ９:00

６ 8.3 男子 福島県須賀川土木事務所前 ９:20

７ 5.2 男子（中学生） 郡山市・ゼノアック日本全薬工業（株）前 ９:46

８ 4.1 男子（中学生） 郡山市・郡山総合体育館前 10:04

９ 3.0 女子（中学生） 郡山市・郡山北工業高校内 10:22

10 9.3 男子 平成記念郡山こどものもり公園入口前 10:33

11 3.9 女子 本宮市・（株）白岩屋商店前 11:02

12 7.0 男子 大玉村・（株）イイジマ前 11:15

13 4.8 男子 二本松市役所内 11:37

14 5.7 男子（中・高校生又はシニア） 二本松市・安達支所内 11:52

15 3.4 女子（中学生又はシニア） 福島市・松陵中学校前 12:10

16 8.4 男子 福島大学入口 ～ 福島県庁前（ゴール） 12:22～12:46

第25回ふくしま駅伝　コース（全16区間・95.1㎞）

　大会当日は、ラジオ福島で午前７：30からレース終了まで生中継、テレビユー福島で午前７：30～
９：30まで生中継、午後０：54から中継録画で放映されます。
　また、コースでは交通規制が行われますので、応援に行かれる際は事故の無いよう十分にお気を
付けください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問 財団法人富岡町体育協会

記録会を兼ね、円谷幸吉メモリアルマラソン大会に
参加した選手の皆さん
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安達太良山を望みながら、大きなサツマイモを収穫
富岡町保育施設　親子いも掘り遠足

富岡の懐かしい話に花が咲く　避難地域住民交流会

　富岡町の子どもたちが通う、みは
るせきれい、とみたさくら、あだた
らつつじ各保育施設の親子いも掘り
遠足が10月９日、大玉村安達太良応
急仮設住宅近くの畑で行われました。
　この日は夏を思わせる暑さとなり
ましたが、子どもたちは元気いっぱ
いに土と戯れながら、渡辺幸一さん
（高津戸）ら同仮設住宅に入居されて
いる町民の皆さんが大事に育てたサ
ツマイモを掘り起こしていました。
　収穫したサツマイモは、後日それ
ぞれの施設で調理され、子どもたち
がスイートポテトなどを作り、みん
なで美味しくいただきました。

　日本赤十字社福島県支部主催による避難地
域住民交流会が10月２日、郡山市熱海町の「ホ
テル華の湯」で行われ、各避難先から参加した
富岡町民165人がゆったりとした一日を過ごし
ました。
　開会式では日本赤十字社福島県支部の野崎
洋一事務局長が「懐かしい富岡の仲間たちと、
ゆっくり温泉につかりながら元気になってく
ださい」と長引く避難生活での苦労をねぎら
い、宮本町長が「この交流会で避難者の孤立が
防止され、絆が保たれることを実感していま
す」とあいさつ。参加された皆さんは、温泉や
バイキング形式の食事を楽しみながら親睦を
深め合いました。
　参加者の小檜山洋子さん（西原）は「知り合い
との再会はとても嬉しいです。町の復興につ
いて、皆さんがどう思っているのか知りたい
です」と、また北崎一六さん（赤木）は「震災の
あと、離れている方がどうしているか気になっ
ていました。見渡すと知り合いばかりで話も
弾みます。こういう機会をぜひ定期的にして
いただきたいです」と、笑顔で語られました。

（27）　広報とみおか

一打一打に一喜一憂　秋晴れの下でグラウンド・ゴルフ大会
　富岡町富田仮設・借上げ住宅老人クラブ会長杯グラウ
ンド・ゴルフ大会が10月10日、郡山市富田若宮前仮設
住宅内特設コースで行われました。
　大会には郡山市内に居住する愛好者50人が参加。親睦を
深めながらスコアを競い合い、普段は開成山公園で練習さ
れているという佐藤良二さん（小浜）は「皆さんとふれあいを
持ちながら、健康増進とストレス解消のために楽しくプレー
したいです」と語られました。

ぴっ すとぴっく す

大会成績（８ホール２ラウンド・敬称略）
・男子　１位　渡辺　孝吉（35打）　　　・女子　１位　高倉キヨ子（37打）
　　　　２位　大和田　操（36打）　　　　　　　２位　佐藤  仁子（42打）
　　　　３位　加藤　二郎（37打）　　　　　　   ３位　佐藤　俔子（42打）
　　　　４位　小林　英雄（37打）　　　　　　   ４位　村口和歌子（44打）
　　　　５位　関根　   昇（38打）　　　　　　　５位　三瓶　容子（45打）

とみおかスポーツフェスタ2013 in いわき
　NPO法人さくらスポーツクラブ主催による「と
みおかスポーツフェスタ2013 in いわき」が10月６
日、いわき海浜自然の家で行われました。
　このイベントは、不自由な避難生活を送られて
いる町民の皆さんに、癒しと運動、コミュニケー
ションの場を持っていただくことを目的に開催さ
れたもので、今回は約400人が参加し、グラウンド・
ゴルフやウォーキング、健康体操、木工体験など
にチャレンジしました。
　会場には参加された皆さんの笑顔があふれ、閉
会後は楽しい一日を過ごした心地よい疲れの中、
次回も元気で再会することを約束しあう姿も見ら
れました。
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ぴっ すとぴっく す

富岡への思いを忘れないために　富岡小学校三春校・ふるさと教育

大舞台での活躍に期待　国内外スポーツ大会出場選手に激励金を交付

　富岡小学校三春校の総合学習「ふるさと教育」が、10
月７日に同校で行われました。
　このふるさと教室は、富岡町民が子どもたちとふれ
あいながら、富岡にまつわる様々な体験や話を伝える
もので、今回は喜多方市で交流サロンを運営する遠藤
祝穂さん（仲町）が講師を務めました。
　遠藤さんはかつて「ちゅうかの歴史」という本を出版
されるなど富岡町の歴史に詳しく、遠藤さんが方言と
ユーモアを交えて話す民話や、地名・風習などについ
ての話に、子どもたちは身を乗り出して聞き入ってい
ました。
　ご自身の故郷である上手岡地区に約1200年前から伝
わるという「たかと餅」の伝説も話された遠藤さんは「富
岡を忘れず、こんなにも長い間語り継がれてきた伝説
やふる里の歴史を未来に伝えていってほしいです」と子
どもたちにメッセージを送りました。

　富岡町スポーツ大会選手等激励金交付式が
10月２日、富岡町役場郡山事務所で行われ、
国内外の主要大会に出場する選手、関係者に
激励金が手渡されました。
　式では宮本町長が「皆さんの活躍は町民に元
気と勇気を与えてくれます」とあいさつ。選手
を代表して全日本選抜還暦軟式野球大会に出
場する山田久夫さんが「大会ではけっして頑張
らず、楽しむことを第一にプレーしてきます」
と笑顔で抱負を語られました。

講師を務めた遠藤祝穂さん

真剣な表情で話に聞き入る児童たち

激励金の交付を受けた選手、関係者の皆さん

・第68回国民体育大会バドミントン競技
　富岡高校バドミントン部
　小林  優吾（３年）　保 木  卓 朗（３年）
　古賀　    穂（２年）　濱 北　も も（２年） 
　東野　有紗（２年）   川上紗恵奈（１年）
・第68回国民体育大会ソフトテニス競技
　田村高校ソフトテニス部　井出　二菜（２年）
・バドミントンアジアユース選手権2013
　富岡一中バドミントン部
　筑後　恵太（２年）　仁平　菜月（３年）　
　高橋明日香（２年）　由良なぎさ（２年）

・第６回東アジア競技大会
　富岡高校バドミントン部　大堀　彩（２年）
・第13回全国障害者スポーツ大会
　フライングディスク競技　岡田 優児
・第15回全日本選抜還暦軟式野球大会
　還暦軟式野球　浪江クラブ
　山田久夫　春木 一雄　坂本 政夫　冨沢 真澄
　高岡 英一   根本 兆洋　中川 雅市　作山 博邦

激励金交付大会ならびに選手名（敬称略）
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 10/９ 3.59 6.64 
38 双葉環境センター 10/９ 2.29 2.66 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 10/９ 3.94 5.67 
40 深谷集会所 10/８ 5.41 5.89 
41 赤坂神社前 10/８ 6.09 8.11 
42 太平洋ブリーディング前 10/８ 11.90 21.20 
43 みよし前交差点 10/８ 9.18 15.10 
44 富岡自動車学校前 10/８ 6.44 10.60 
45 リフレ富岡 10/８ 4.08 4.63 
46 東洋育成園前 10/９ 4.24 5.67 
47 富岡インター駐車場 10/９ 3.85 5.17 
48 上手岡児童館 10/８ 2.68 3.48 
49 下千里ライスセンター前 10/８ 2.66 4.43 
50 舘山荘前 10/８ 3.29 4.76 
51 夜の森つつみ公園 10/８ 4.62 4.35 
52 総合運動場東側駐車場 10/８ 4.87 6.93 
53 華の樹前 10/８ 5.51 6.68 
54 宝泉寺前 10/８ 3.27 5.38 
55 国道６号第二原発入口前 10/９ 1.32 1.94 
56 猪狩スタンド前 10/９ 1.42 2.67 
57 なべや駐車場前 10/８ 1.27 2.57 
58 大東銀行富岡支店前 10/８ 2.56 3.11 
59 富岡漁港 10/９ 0.51 0.55 
60 サンライズイン富岡前 10/９ 1.01 1.56 
61 福島富岡簡易裁判所前 10/９ 2.56 4.77 
62 ヨークベニマル富岡店前 10/９ 2.23 3.19 
63 今村病院前 10/８ 4.51 8.45 
64 福島銀行富岡支店前 10/８ 2.08 4.06 
65 龍台寺前 10/９ 2.32 4.52 
66 清水団地前 10/９ 2.33 3.38 
67 猪狩電気通信工業前 10/９ 2.25 3.29 
68 上郡消防屯所 10/９ 2.42 3.59 
69 岩井戸鉱泉 10/９ 1.36 1.91 
70 富岡工業団地 10/９ 1.74 1.88 
71 成沢の滝入口 10/９ 1.46 2.08 
72 沼名子橋 10/８ 2.35 3.36 

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 10/８ 2.63 4.41 
２ 上千里消防屯所 10/９ 2.03 2.62 
３ 杉内消防屯所 10/９ 2.30 3.63 
４ 第二工業団地入口 10/９ 4.15 3.39 
５ 高津戸集会所 10/８ 4.66 7.61 
６ 富岡第二中学校東側 10/８ 1.91 2.56 
７ 新夜ノ森集会所 10/８ 5.91 8.17 
８ 夜の森公園 10/８ 2.86 5.26 
９ 松の前待避所 10/８ 9.49 11.60 
10 小良ヶ浜集会所 10/８ 5.64 7.01 
11 町境（小良ヶ浜地区） 10/８ 7.65 9.83 
12 深谷消防屯所 10/８ 5.89 6.47 
13 富岡町営野球場 10/９ 0.98 0.76 
14 観陽亭前 10/９ 1.18 2.48 
15 富岡合同庁舎西側 10/９ 2.77 3.32 
16 富岡養護学校 10/９ 3.84 7.56 
17 老人福祉センター 10/８ 6.24 9.78 
18 夜ノ森駅 10/８ 5.95 7.13 
19 王塚集会所 10/８ 5.10 6.45 
20 諏訪神社前 10/８ 3.17 3.45 
21 上本町消防屯所 10/８ 2.93 3.89 
22 上本町集会所 10/８ 2.41 3.06 
23 リベラルヒルズ入口 10/９ 2.68 4.53 
24 赤木集会所 10/９ 2.26 4.81 
25 上郡山集会所 10/９ 1.86 2.35 
26 太田集会所 10/９ 1.13 1.51 
27 原下消防屯所 10/８ 1.29 1.84 
28 富岡駅 10/９ 0.75 1.79 
29 清水消防屯所 10/９ 1.97 2.69 
30 役場 10/８ 1.95 2.00 
31 浄化センター 10/９ 0.90 1.14 
32 毛萱集会場 10/９ 0.49 0.41 
33 富岡保育所 10/９ 2.05 3.40 
34 中央児童館 10/８ 2.28 3.51 
35 栄町駐車場 10/９ 1.89 2.69 
36 岩井戸消防屯所 10/９ 1.74 2.31 

町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）

測定日：平成25年10月８日（晴れ）～９日（晴れ／曇り）
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         My Photo Letter

今月の表紙：「大きなおいもがとれたよ！」

いも堀り遠足で自分の顔ほどもあるサツマイモを掘り笑
顔の女の子。いっぱい食べて元気で健康に育ってね。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

あなたが撮った写真をお寄せください

◇応募要件
・データの場合はメールに添付できるサイズ、プ

リント写真は写真専用用紙に印刷されたもの。
・富岡町民で、氏名・現在お住まいの市町村名、
　富岡町の行政区名を掲載可能な方。
・写真のタイトルと説明文（150字程度）を添付
　してください。
・応募された写真は返却できません。また、応

募が多数の場合は選考の上掲載させていただ
きますので、あらかじめご了承ください。

◇応募方法
　現在お住まいの住所、氏名、富岡町での行政区

名、電話番号をご記入の上、デジカメ等のデー
タの場合は下記アドレスへメールで、プリン
ト写真を郵送の場合は封書で下記までお送り
ください。

・メールアドレス
　tomioka.machi@gmail.com
・住　所
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　富岡町役場郡山事務所企画課情報統計係

「中釜戸のシダレモミジ」 写真提供　黒須次郎さん（仲町）

「YOSAKOIで富岡の皆さんに元気を」 写真提供 西山　栄さん（小浜）

　いわき市渡辺町中釜戸の観音
堂敷地内にあるシダレモミジは、
幹がねじれ曲がり、枝が垂れて傘
を広げたような特徴ある姿をし
ています。
　国の天然記念物にも指定され
ており、11月下旬が見ごろで、
多くの見物客が鑑賞に訪れます。
所在地
いわき市渡辺町中釜戸字表前117-2

　９月22日にいわき・ら・ら・
ミ ュ ウ で 行 わ れ た「 第 ４ 回
YOSAKOI 舞 祭 」。 震 災 後 再
結成された「チーム富岡さくら
YOSAKOI」の皆さんも出演し、
華麗な舞いを披露しました。　
　メンバーの皆さんの躍動感あ
ふれる姿が、私たち町民に元気を
届けてくれます。

　　広報とみおかでは、町民の皆さんが撮影された写真を募集しています。写真のテーマは問いませ
んので、ふるってご応募ください。


